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11月16日（土）に、袋井北コミュニティセンターにおいて、
恒例の餅つき体験が行われました。当日は天候にも恵まれ、
子どもたちをはじめ、たくさんの方々でにぎわいました。子ども
たちからは、「楽しかった！」「おいしかった！」と喜びの声が
たくさん聞かれました。

どろんこ教室
『餅つき体験』
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1
つ
の
事
業
や
事
務
が
単
年
度
で
終
了
し
な
い
場
合
に
、
議
会
の

議
決
を
経
て
、
そ
の
期
間
と
限
度
額
を
定
め
て
お
く
制
度
で
す
。

※
1 

債
務
負
担
行
為
と
は

年
度
当
初
や
早
期
の
工
事
着
手
を
可
能
と
す
る
制
度
で
す
。
次
年
度
に

計
上
す
る
予
定
の
予
算
に
、
あ
ら
か
じ
め
現
年
度
中
の
補
正
予
算
に
お

い
て
、
債
務
負
担
行
為
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
年
度
中
か
ら
入

札
・
契
約
等
の
事
務
手
続
き
を
始
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
2 

ゼ
ロ
債
務
と
は

11月定例会

待
機
児
童
解
消
へ
向
け
て 

袋
井
南
幼
稚
園
を
認
定
こ
ど
も
園
へ

　

市
議
会
は
、
11
月
定
例
会
を
11
月
25
日
か
ら
12
月
19
日
ま
で
の
25
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
17
議
案
、
議
員
か
ら
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て
の
1
議
案
が
上
程
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
代
表
質
問
で
は
、
3
会
派
が
そ
れ
ぞ
れ
市
政
に
対
す
る
質
問
や
提
案
を
行
い
、
市
政
に
対
す
る
一
般

質
問
で
は
、
9
人
の
議
員
が
市
長
・
教
育
長
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
主
に
次
の
よ
う
な
内
容
の

た
め
に
、
1
億
8
0
0
0
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
総
額

は
3
5
0
億
4
3
0
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
主
な
も
の
）

●
人
件
費
補
正　
　
　
　

…
…
1
億
3
3
9
3
万
円

●
生
活
保
護
事
業
（
扶
助
費
）
…
…
8
8
5
6
万
円

●
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費　

…
…
3
9
4
0
万
円

●
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業　

…
…
1
8
9
1
万
円

●
ふ
る
さ
と
納
税
事
業　
　
　

…
…
1
7
5
0
万
円

●
袋
井
南
保
育
所
及
び
袋
井
南
幼
稚
園
認
定
こ
ど
も

園
化
事
業　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
4
2
2
万
円

●
財
政
調
整
基
金
積
立
金　

▲
1
億
2
2
8
0
万
円

●
公
債
費
（
平
成
30
年
度
地
方
債
借
入
額
・
利
率
確

定
に
伴
う
減
額
）　　
　
　

…
…
▲
5
8
8
7
万
円

　

ま
た
、
債※

１

務
負
担
行
為
補
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
袋
井
市
防
災
セ
ン
タ
ー
庁
舎
管
理
業
務
負
担
金

　

期　

間　

令
和
元
年
度
〜
令
和
4
年
度

　

限
度
額　

7
9
8
万
円

●
三
沢
川
右
岸
堤
防
道
路
（
市
道
東
区
5
号
線
）

　

改
築
工
事
（
ゼ※

２

ロ
債
務
）

　

期　

間　

令
和
元
年
度
〜
令
和
2
年
度

　

限
度
額　

8
5
0
万
円

●
浅
羽
図
書
館
空
調
設
備
改
修
工
事
（
ゼ※

２

ロ
債
務
）

　

期　

間　

令
和
元
年
度
〜
令
和
2
年
度

　

限
度
額　

1
5
0
0
万
円

袋井南幼稚園袋井南幼稚園
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条
例
の
制
定

●
袋
井
市
水
道
事
業
の
布
設
工
事
監
督
者
の
配
置
基

準
及
び
資
格
並
び
に
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
を

定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

令
和
2
年
4
月
1
日
か
ら
の
袋
井
市
下
水
道
事

業
に
地
方
公
営
企
業
法
の
規
定
の
全
部
を
適
用
す

る
こ
と
に
伴
い
、「
袋
井
市
水
道
事
業
の
設
置
に

関
す
る
条
例
」
で
規
定
し
て
い
た
水
道
法
に
基
づ

く
規
定
に
つ
い
て
は
、
独
立
し
て
条
例
を
設
け
る

こ
と
と
し
た
た
め
、
新
た
な
条
例
を
制
定
す
る
も

の
で
す
。

●
袋
井
市
下
水
道
事
業
に
地
方
公
営
企
業
法
の
規
定

の
全
部
を
適
用
す
る
こ
と
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

関
係
す
る
12
の
条
例
を
整
備
す
る
た
め
に
、
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

条
例
の
一
部
改
正
（
主
な
も
の
）

●
袋
井
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

令
和
2
年
4
月
1
日
か
ら
の
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
の
施
行
に
伴
い
、
会
計
年
度
任
用
職
員
に

育
児
休
業
等
を
認
め
る
た
め
、
関
連
す
る
条
文
に

つ
い
て
、
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
期
末
手
当
の
年
間
支
給
月
数 

3
・
55
月
↓
3
・
60
月
）

●
袋
井
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
料
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
期
末
手
当
の
年
間
支
給
月
数 

4
・
45
月
↓
4
・
50
月
）

●
袋
井
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

（
期
末
手
当
の
年
間
支
給
月
数 

4
・
45
月
↓
4
・

50
月
、
給
料
表
の
改
定
）

人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
自
転
車
等
駐
車
場
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

令
和
2
年
4
月
か
ら
袋
井
駅
南
側
に
お
い
て
供

用
開
始
を
予
定
し
て
い
る
「
袋
井
駅
南
自
転
車
等

駐
車
場
」
を
新
た
に
条
例
に
位
置
づ
け
、
市
民
や

利
用
者
へ
周
知
を
図
る
こ
と
と
、
自
転
車
専
用
と

な
っ
て
い
た
「
袋
井
駅
西
自
転
車
駐
車
場
」
を
原

動
機
付
き
自
転
車
な
ど
の
駐
車
が
可
能
と
な
る
よ

う
併
せ
て
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

そ
の
他

●
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

次
の
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
も

の
で
す
。

◎
メ
ロ
ー
プ
ラ
ザ

〈
指
定
管
理
者
〉

メ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
サ
ポ
ー
タ
ー
グ
ル
ー
プ

〈
指
定
の
期
間
〉

令
和
2
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
5
年
3
月
31
日

ま
で

◎
月
見
の
里
学
遊
館
ほ
か
1
施
設

　
　
〈
指
定
管
理
者
〉

袋
井
市
文
化
協
会
グ
ル
ー
プ

〈
指
定
の
期
間
〉

令
和
2
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
7
年
3
月
31
日

ま
で袋

井
市
議
会
か
ら
の
意
見
書（
要
旨
）

●
性
犯
罪
に
関
す
る
刑
法
規
定
の
見
直
し
を
求
め
る

意
見
書

　

性
犯
罪
は
、
被
害
者
の
人
格
や
尊
厳
を
著
し
く

侵
害
し
、
心
身
に
重
大
な
後
遺
症
を
残
す
深
刻
な

犯
罪
で
あ
る
。
そ
の
悪
質
性
、
重
大
性
に
対
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
刑
法
の
規
定
で
は
不
十
分
で
あ
る
と

い
う
声
の
高
ま
り
を
受
け
、
平
成
29
年
6
月
の
刑

法
改
正
に
お
い
て
、
性
犯
罪
に
関
す
る
規
定
の
見

直
し
が
行
わ
れ
た
。
国
に
お
い
て
は
、
施
行
後
3

年
に
あ
た
る
令
和
2
年
7
月
に
向
け
、
被
害
の
実

態
に
即
し
た
性
犯
罪
に
関
す
る
刑
法
規
定
の
見
直

し
の
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
次
の
事
項
に
取
り

組
む
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

1　

心
理
学
的
・
精
神
医
学
的
知
見
等
に
つ
い
て

の
調
査
研
究
デ
ー
タ
や
性
犯
罪
等
被
害
の
実
態

調
査
結
果
等
を
早
急
に
と
り
ま
と
め
、
規
定
の

見
直
し
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
。

2　

平
成
29
年
改
正
時
の
国
会
附
帯
決
議
の
内
容

を
遺
漏
な
く
実
施
し
、
必
要
に
応
じ
て
運
用
を

見
直
し
、
次
期
法
改
正
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

総
務
大
臣
、
法
務
大
臣
、
国
家
公
安
委
員
会
委
員

長
あ
て
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代表質問とは
　代表質問は、一般質問に先立ち、翌年度の市
政の運営に向けて会派の政策提言・提案という
趣旨で会派を代表する議員が行うものです。

一般質問とは
　一般質問は、個々の議員が市政全般にわ
たり市長・教育長に対して行う質問で、各
定例会で行います。

11月定例会では11月定例会では
代表質問を行いました代表質問を行いました

令
和
2
年
度
予
算
編
成

問
予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方
と

基
本
方
針
、
予
算
規
模
は
。

答
I
C
T
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

や
ま
ち
の
国
際
化
、
教
育
環
境
の

充
実
な
ど
、こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
。

「
人
生
1
0
0
年
時
代
」
や
「
ソ
サ
エ

テ
ィ
ー
5.0
社
会
」
を
見
据
え
、
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
レ
ガ
シ
ー
を
生
か
し

て
、現
在
予
算
編
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

予
算
規
模
は
、
総
合
体
育
館
や
防
災
セ
ン

タ
ー
の
整
備
が
完
了
す
る
一
方
で
、
浅
羽

中
学
校
の
校
舎
改
築
、
教
育
会
館
の
整
備

に
伴
う
投
資
的
経
費
や
、
生
活
保
護
費
や

扶
助
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
3
4
5
億

円
か
ら
3
5
0
億
円
程
度
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。

豪
雨
対
策

問
河
川
等
整
備
計
画
の
進
捗
状
況

は
。

答
平
成
30
年
度
末
時
点
で
、
河
川
や

排
水
路
が
計
画
整
備
延
長

4
5
2
0
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
3
6
2
2

メ
ー
ト
ル
が
完
了
し
、進
捗
率
は
約
80
%
。

遊
水
池
や
校
庭
貯
留
な
ど
の
流
出
抑
制
施

設
は
計
画
箇
所
17
箇
所
の
う
ち
10
箇
所
が

完
了
し
、
進
捗
率
は
約
60
%
と
な
っ
て
い

る
。問

次
期
計
画
に
あ
た
り
河
川
整
備
目

標
を
ど
う
設
定
し
て
い
く
の
か
。

答
次
期
計
画
は
、
袋
井
市
総
合
計
画

や
県
太
田
川
水
系
河
川
整
備
計
画

と
も
整
合
を
図
り
、
台
風
19
号
で
発
生
し

た
高
南
地
区
を
中
心
と
し
た
床
上
・
床
下

浸
水
被
害
解
消
を
目
指
す
こ
と
も
含
め
、

令
和
3
年
度
か
ら
10
年
間
の
具
体
的
な
目

標
を
設
定
し
て
い
き
た
い
。

子
育
て
支
援
事
業

問
来
年
度
に
向
け
た
待
機
児
童
解
消

の
見
通
し
は
。

答
定
員
19
人
と
12
人
の
小
規
模
保
育

施
設
2
園
の
新
設
に
よ
り
、
31
人

の
定
員
増
、
家
庭
的
保
育
事
業
か
ら
小
規

模
保
育
施
設
へ
の
移
行
に
よ
り
7
人
の
定

員
増
、
袋
井
南
幼
稚
園
を
認
定
こ
ど
も
園

化
す
る
こ
と
に
よ
り
21
人
の
定
員
増
、
さ

ら
に
袋
井
南
保
育
所
を
0
歳
か
ら
2
歳
ま

で
に
特
化
し
た
保
育
所
に
す
る
こ
と
で
51

人
の
定
員
増
、
合
計
1
1
0
人
の
定
員
拡

大
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

•
公
立
・
公
的
病
院
の
再
検
証
要
請
を
受

け
て

•
袋
井
市
の
農
業
の
在
り
方

•
自
治
会
長
な
ど
地
域
役
員
の
負
担
軽
減

•
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9

•
活
力
み
な
ぎ
る
産
業
の
ま
ち
を
目
指
す

た
め
に

自
民
公
明
ク
ラ
ブ

戸
塚 

哲
夫 

議
員

浅羽中学校のイメージ図
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国
保
の
税
率
等
改
正
の
考
え
は

問
国
保
制
度
が
県
単
位
へ
移
行
さ

れ
、
県
が
示
す
標
準
保
険
料
率
を

参
考
に
、
市
の
保
険
料
を
決
定
す
る
方
式

に
変
わ
っ
た
。
市
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
。

答
資
産
割
の
廃
止
等
を
含
め
、
県
が

提
示
す
る
保
険
料
率
を
基
本
に
、

本
市
の
賦
課
方
式
の
見
直
し
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

問
改
正
時
期
と
改
正
の
問
題
点
を
ど

う
認
識
し
て
い
る
か
。

答
県
が
目
指
す
標
準
保
険
料
率
へ
の

統
一
の
時
期
は
、「
令
和
2
年
度

ま
で
に
県
と
市
町
と
の
協
議
を
行
う
」
と

さ
れ
、県
か
ら
示
さ
れ
る
時
期
を
踏
ま
え
、

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
、
本
市

の
方
針
を
定
め
た
い
。
世
帯
に
よ
り
課
税

額
の
増
加
に
差
は
あ
る
が
、
所
得
割
の
影

響
を
受
け
る
こ
と
が
税
率
改
正
の
課
題
で

あ
る
。
被
保
険
者
の
急
激
な
負
担
増
を
招

か
な
い
よ
う
、
国
保
事
業
基
金
を
活
用
し

激
変
緩
和
を
行
い
な
が
ら
慎
重
に
進
め
て

い
き
た
い
。

市
道
等
愛
護
活
動
の
推
進

問
平
成
30
年
度
か
ら
道
路
愛
護
報
償

金
制
度
が
設
け
ら
れ
た
が
、
本
年

度
の
活
用
状
況
は
ど
う
か
。

答
平
成
30
年
度
実
施
の
モ
デ
ル
事
業

で
は
、
建
設
業
者
な
ど
5
団
体
が

参
加
し
、実
施
延
長
は
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

報
償
金
は
1
メ
ー
ト
ル
当
た
り
単
価
20
円

で
19
万
3
0
0
0
円
を
交
付
し
た
。
本
年

度
は
10
団
体
が
参
加
、
実
施
延
長
は
約
20

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
昨
年
度
の
2
倍
と
な
っ

た
。
報
償
金
も
1
メ
ー
ト
ル
当
た
り
単
価

を
40
円
に
見
直
し
、
予
算
を
約
90
万
円
計

上
し
、
そ
れ
相
応
の
交
付
を
見
込
ん
で
い

る
。問

周
知
不
足
や
予
算
の
制
約
も
あ
り

広
が
っ
て
い
な
い
。
さ
ら
な
る
推

進
を
求
め
る
が
。

答
広
報
ふ
く
ろ
い
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
周
知
を
図
る
。
よ
り
多
く

の
方
が
参
加
し
や
す
く
な
る
よ
う
愛
護
団

体
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
報
償
金
の
額

な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

•
消
費
税
増
税
に
伴
う
経
済
対
策
の
実
施

状
況
は

•
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
の
取
り
組
み
は

•
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
り
組
み
は

•
台
風
豪
雨
等
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
は

•
保
育
園
等
の
副
食
費
へ
の
助
成
を

日
本
共
産
党

高
橋 

美
博 

議
員

代表質問の質問時間

大谷里山の会による道路愛護活動
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持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
略
称
で
す
。
2
0
1
5

年
9
月
の
国
連
加
盟
1
9
3
か
国
が
2
0
1
6

年
か
ら
2
0
3
0
年
の
15
年
間
で
達
成
す
る
た

め
に
掲
げ
た
目
標
で
す
。

※
S
D
G
s（
エ
ス・デ
ィ
ー
・ジ
ー
ズ
）と
は

S

※

D
G
s
と
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り

問
S

※

D
G
s
に
関
連
し
た
今
後
の
本

市
の
施
策
を
伺
う
。

答
第
2
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
・

第
2
期
総
合
戦
略
の
策
定
を
進
め
る

中
で
、
S

※

D
G
s
の
目
標
と
総
合
計
画
内
の

施
策
と
の
関
連
性
を
整
理
し
て
い
く
。ま
た
、

令
和
2
年
度
の
予
算
編
成
は
、
健
康
意
識
の

向
上
や
質
の
高
い
教
育
、
地
球
環
境
の
保
全

に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
、
S

※

D
G
s
を
包

含
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

問
日
本
の
環
境
施
策
に
世
界
か
ら
厳

し
い
評
価
が
下
さ
れ
た
。
企
業
や

市
民
と
今
以
上
の
環
境
施
策
に
取
り
組
む

べ
き
で
は
。

答
市
民
に
対
し
て
、
出
前
エ
コ
教
室
、

ア
ー
ス
キ
ッ
ズ
事
業
、
エ
コ
フ
ェ

ス
タ
を
通
じ
て
環
境
教
育
を
推
進
し
、
企

業
に
対
し
て
は
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
」
の
認
証

支
援
を
行
い
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
推

進
な
ど
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
持
続
可
能
な
社
会
を
築
く
手
段
と

し
て
、
ロ
ー
カ
ル
5
G
を
導
入
す

べ
き
で
は
。

答
本
市
が
ロ
ー
カ
ル
5
G
通
信
環
境

を
整
え
た
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
を
整

備
し
、
企
業
が
当
該
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し

た
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施
す
る
な
ど
、
多
種

多
様
な
利
用
に
向
け
た
実
証
事
業
の
実
施

な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

農
業
施
策
に
関
し
て

問
茶
業
振
興
に
関
し
て
、
来
年
度
の

本
市
の
施
策
は
。

答
現
在
、
遠
州
中
央
農
業
振
興
連
絡
会

議
に
お
い
て
短
期
・
中
期
・
長
期
そ

れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
の
対
策
を
検
討
し
て

お
り
、
年
内
に
連
絡
会
議
と
し
て
の
方
向

性
を
出
し
て
い
き
た
い
。
市
で
は
、
短
期

的
な
対
策
と
し
て
、
次
年
度
に
向
け
て
、

新
た
に
G
A
P
認
証
更
新
、
あ
る
い
は
機

械
設
備
の
大
規
模
修
繕
に
対
す
る
支
援
に

つ
い
て
の
検
討
を
現
在
行
っ
て
い
る
。

女
性
の
活
躍
推
進

問
待
機
児
童
が
い
る
家
庭
に
対
し
て

支
援
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答
待
機
児
童
が
い
る
家
庭
に
は
、
保

育
所
等
の
空
き
状
況
の
お
知
ら

せ
、
認
証
保
育
所
の
案
内
、
公
立
幼
稚
園

の
預
か
り
保
育
等
の
説
明
を
す
る
な
ど
、

保
護
者
の
働
き
方
に
応
じ
た
保
育
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
随
時
案
内
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

•
減
災
の
取
り
組
み

•
市
南
部
旧
浅
羽
地
域
の
取
り
組
み

緑
風
会

伊
藤 

謙
一 

議
員

代表質問を始めるまで

アースキッズ事業（山名小学校）
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市政に対する 一般質問
問 

停
電
の
予
防
策
と
し
て
、
あ
ら
か
じ

め
樹
木
を
伐
採
す
る
計
画
伐
採
へ
の
取
り

組
み
は
。

答 

中
部
電
力
と
県
、
西
部
8
市
町

で
、
大
規
模
停
電
に
対
す
る
意
見
交

換
会
を
立
ち
上
げ
、協
議
し
て
い
る
。

樹
木
所
有
者
の
同
意
や
費
用
負
担
な

ど
の
課
題
が
あ
る
た
め
、
実
施
に
向

け
て
は
さ
ら
に
検
討
し
詰
め
る
必
要

が
あ
る
。

問 

浅
羽
海
岸
は
、
強
烈
な
高
波
に
よ
っ

て
侵
食
さ
れ
、
大
変
、
危
険
な
状
況
に
あ

り
、
早
急
に
安
全
対
策
を
講
ず
る
必
要
が

あ
る
が
。

答 

県
が
主
要
な
出
入
り
口
に
バ
リ

ケ
ー
ド
を
設
置
す
る
な
ど
の
措
置
を

講
じ
た
が
、
早
急
に
海
岸
利
用
者
が

安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
、
出
入
り

口
の
復
旧
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問 

サ
ン
ド
バ
イ
パ
ス
シ
ス
テ
ム
の
事
業

効
果
と
今
後
の
浅
羽
海
岸
の
侵
食
対
策
へ

の
考
え
は
。

答 

県
の
測
量
で
は
、
浅
羽
海
岸
は

平
均
で
海
側
へ
約
10
メ
ー
ト
ル
浜
が

伸
び
て
お
り
、
そ
う
し
た
意
味
で
有

効
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
浅
羽

海
岸
の
保
全
に
向
け
て
は
、
今
後
と

も
積
極
的
に
国
や
県
に
要
請
し
て
い

き
た
い
。

佐
野　

武
次 

議
員

問 

保
育
所
等
の
待
機
児
童
の
対
策
は
。

答 

令
和
2
年
度
に
向
け
て
小
規

模
保
育
施
設
の
新
設
支
援
や
公
立

幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園
化
な
ど

に
よ
り
、
定
員
数
を
1
1
0
人
拡

大
す
る
。
ま
た
、
幼
稚
園
の
延
長

預
か
り
保
育
実
施
園
を
5
園
に
拡

大
し
、
待
機
児
童
の
解
消
に
努
め

て
い
き
た
い
。

問 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
は

心
配
な
い
か
。

答 

現
在
1
2
1
4
人
が
入
所
し
て

い
る
が
、
山
名
小
、
袋
井
北
小
、
袋

井
南
小
、
浅
羽
東
小
で
71
人
の
待
機

児
童
が
発
生
し
て
い
る
。
今
後
、
利

用
者
数
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
小
学
校
、
育
成
会
、
N
P
O
法

人
等
と
調
整
を
図
り
、
学
校
の
教
室

等
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
夏
休
み
等

の
長
期
休
業
期
間
の
利
用
者
も
含
め

て
待
機
児
童
の
解
消
に
努
め
て
い
き

た
い
。

問 

市
民
及
び
観
光
客
が
、
地
場
産
品
・

特
産
品
を
購
入
す
る
場
と
し
て『
道
の
駅
』

を
求
め
て
い
る
が
ど
う
か
。

答 

『
道
の
駅
』
の
健
全
な
経
営
が
成

り
立
つ
こ
と
を
最
優
先
に
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
民
間
事
業
者
等
か
ら
具

体
的
な
提
案
が
あ
れ
ば
、
国
の
特
区

制
度
に
準
じ
た
民
間
主
体
に
よ
る『
道

の
駅
』
の
設
置
の
検
討
も
進
め
て
い

き
た
い
。

村
松 　

尚 

議
員

計
画
伐
採
へ
の
取
り
組
み
は

サ
ン
ド
バ
イ
パ
ス
の
効
果
と

海
岸
の
侵
食
対
策

本
市
の
子
育
て
支
援
は

『
道
の
駅
』
を
望
む
が

考
え
方
を

台
風
19
号
に
よ
る

海
岸
侵
食
へ
の
対
応

袋井北小学校区放課後児童クラブ

浅羽海岸の侵食状況
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市政に対する 一般質問
問 

今
回
見
直
し
さ
れ
た
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
は
、
太
田
川
、
原
野
谷
川
な
ど

水
防
法
指
定
の
5
河
川
の
流
域
以
外
、
す

な
わ
ち
三
沢
川
、
弁
財
天
川
、
前
川
流
域

な
ど
の
洪
水
浸
水
想
定
区
域
の
表
示
が
な

い
が
、
従
来
の
も
の
と
の
兼
ね
合
い
を
ど

う
扱
う
の
か
。

答 

避
難
行
動
の
参
考
に
は
今
回
作

成
の
も
の
を
、
過
去
の
浸
水
実
績
に

は
従
来
の
も
の
を
参
考
資
料
と
し
て

活
用
し
て
ほ
し
い
。

問 

浅
羽
支
所
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
中
央

図
書
館
と
し
て
の
機
能
を
移
転
さ
せ
て
は

ど
う
か
。

答 

浅
羽
支
所
の
利
活
用
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
庁
内
で
議
論
を
行
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
能
の
検
討
を
進
め
て

お
り
、
今
後
、
議
会
に
も
報
告
し
て

い
き
た
い
。

問 

袋
井
市
内
全
14
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
う
ち
、
調
理
室
の
な
い
浅
羽
東
、

浅
羽
北
、
浅
羽
南
の
3
施
設
に
、
必
要
性

を
考
慮
し
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

災
害
時
の
食
事
提
供
な
ど
調
理

室
は
地
域
づ
く
り
活
動
に
重
要
な
機

能
で
、
今
後
、
大
規
模
改
修
時
な
ど

を
捉
え
て
、
整
備
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

岡
本 

幹
男 

議
員

問 

施
設
の
趣
旨
・
目
的
、
経
過
を
考
慮

し
な
い
画
一
的
な
算
定
で
は
な
い
か
。

答 

公
共
施
設
の
使
用
料
は
受
益
者

負
担
の
原
則
に
立
つ
も
の
で
、
そ
の

施
設
を
利
用
す
る
方
と
、
利
用
し
な

い
方
と
の
均
衡
を
図
る
観
点
か
ら
定

め
る
も
の
で
あ
る
。

問 

支
所
の
業
務
は
、
ど
ん
ど
ん
縮
小
さ

れ
、
市
民
課
に
属
す
る
一
部
の
も
の
だ
け

と
な
っ
た
。改
め
て
支
所
と
は
何
か
伺
う
。

答 

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
浅

羽
支
所
を
設
け
て
お
り
、
市
長
の
権

限
に
属
す
る
事
務
の
全
般
に
わ
た
っ

て
地
域
的
に
分
掌
す
る
事
務
所
が
支

所
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問 

市
内
で
は
、
自
家
用
車
の
保
有
・
利

用
は
、
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で

あ
る
。
車
の
保
有
・
利
用
を
生
活
保
護
受

給
の
禁
止
条
件
と
す
べ
き
で
は
な
い
。

答 

勤
労
収
入
や
生
活
保
護
扶
助
費

の
金
額
で
自
家
用
車
の
維
持
費
を
捻

出
で
き
る
場
合
に
は
、
保
有
を
容
認

し
て
い
る
。
本
市
で
は
生
活
保
護
世

帯
の
う
ち
17
世
帯
が
、
自
家
用
車
を

保
有
し
て
い
る
。

浅
田 

二
郎 

議
員

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

新
旧
の
取
り
扱
い
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

施
設
の
充
実
を

生
保
利
用
基
準
で

車
の
原
則
禁
止
の
緩
和
を

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

使
用
料
算
定
に
問
題

図
書
館
の
機
能
強
化
を

支
所
ら
し
く

「
浅
羽
支
所
」
の
拡
充
を

台風19号時の三沢川

市民サービス課窓口
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問 

高
南
地
区
、
秋
田
川
北
側
の
農
地
の

現
状
は
。

答 

17
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
水
田

2
・
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
農
地
と
し
て

管
理
さ
れ
、
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
耕
作

放
棄
地
で
、
主
に
清
水
町
、
小
川
町

の
北
側
に
集
中
し
て
い
る
。

問 

こ
の
広
大
な
耕
作
放
棄
地
を
調
整
池

に
す
れ
ば
、
耕
作
放
棄
地
対
策
・
治
水
対

策
・
景
観
等
多
く
の
問
題
が
解
決
す
る
と

思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

答 

水
田
の
貯
留
機
能
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
は
高
南
地
区
の
治
水
対
策

と
し
て
重
要
で
、
有
効
で
あ
る
と
考

え
る
。
農
地
法
に
基
づ
く
協
議
や
地

権
者
の
同
意
な
ど
課
題
を
整
理
す
る

な
ど
、
耕
作
放
棄
地
で
の
遊
水
池
整

備
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
、
今
後

台
風
19
号
の
よ
う
な
浸
水
被
害
等
が

二
度
と
発
生
し
な
い
よ
う
に
意
を
込

め
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問 

自
家
用
有
償
旅
客
運
送
は
、
地
域
外
来

訪
者
も
運
送
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
ち
づ

く
り
へ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。
所
見
は
。

答 

回
遊
性
の
向
上
に
よ
る
人
の
交

流
、
外
出
機
会
の
増
加
に
よ
る
地
域

の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
な
ど
の
視
点
も

必
要
で
あ
る
。
現
地
に
出
向
き
、
詳

細
な
内
容
や
課
題
を
調
査
し
効
果
的

な
運
行
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

木
下 　

正 

議
員

問 

現
行
の
要
綱
に
は
床
下
浸
水
被
害
世

帯
へ
の
見
舞
金
は
な
い
。
万
全
の
対
策
を

や
っ
て
い
れ
ば
防
げ
た
か
も
し
れ
な
い
。

浸
水
被
害
に
見
舞
金
を
出
す
こ
と
は
、
住

ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
袋
井
市
に
す
る

上
で
大
切
。
見
直
し
を
求
め
る
。

答 

近
隣
の
自
治
体
で
も
、
床
下
浸

水
を
災
害
見
舞
金
の
交
付
対
象
に
し

て
い
な
い
。
現
時
点
で
交
付
対
象
と

す
る
予
定
は
な
い
。

問 

既
存
の
公
立
幼
稚
園
を
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
さ
せ
て
は
ど
う

か
。答 

保
育
所
の
申
し
込
み
児
童
数
や

小
規
模
保
育
施
設
の
整
備
状
況
等
を

踏
ま
え
、
令
和
2
年
度
か
ら
段
階
的

に
進
め
る
よ
う
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。 

問 

本
年
3
月
末
に
、
自
転
車
・
オ
ー
ト

バ
イ
合
わ
せ
て
北
口
に
6
0
0
台
と
、
南

口
に
約
4
0
0
台
の
駐
輪
場
が
完
成
予
定
。

こ
れ
で
足
り
る
の
か
。
収
容
し
き
れ
な
い

場
合
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
る
の
か
。

答 

大
丈
夫
で
あ
る
。
収
容
し
き
れ

な
い
と
い
う
事
態
が
起
こ
れ
ば
、
責

任
を
持
っ
て
そ
の
対
応
を
考
え
て
い

き
た
い
。

竹
野　

 

昇 

議
員

耕
作
放
棄
地
を

治
水
対
策
に
活
用
し
て
は

地
域
公
共
交
通
と

ま
ち
づ
く
り
へ
の
活
用
は

待
機
児
童
ゼ
ロ
対
策

災
害
見
舞
金
交
付
要
綱

見
直
し
を

袋
井
駅
周
辺自転

車
等
駐
輪
場

高南地区の北側

袋井駅南自転車等駐車場用地
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市政に対する 一般質問
問 

登
録
対
象
者
は
、
18
歳
か
ら
54
歳
ま
で

と
な
っ
て
い
る
。
骨
髄
提
供
の
際
に
は
休
暇

が
取
り
に
く
く
、
ド
ナ
ー
へ
の
負
担
も
大
き

い
。
休
業
助
成
制
度
の
導
入
の
考
え
は
。

答 

関
係
団
体
と
連
携
し
、
ド
ナ
ー

登
録
者
の
確
保
に
向
け
た
啓
発
活
動

に
努
め
、
助
成
制
度
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問 

働
く
女
性
が
増
え
、
保
育
の
受
け
皿

や
保
育
士
の
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
本
市
の
保
育
士
の
人
材
確
保
の
取
り

組
み
は
。

答 

県
が
平
成
28
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
保
育
士
を
目
指
す
学
生
や
潜

在
保
育
士
、
保
育
士
を
雇
用
す
る
事

業
所
等
を
対
象
と
し
た
保
育
士
就
学

資
金
等
貸
付
制
度
を
利
用
し
た
就
労

支
援
に
つ
い
て
も
案
内
し
、
保
育
士

確
保
に
努
め
て
い
る
。

問 

本
市
の
児
童
虐
待
を
防
止
す
る
た
め

の
取
り
組
み
は
。

答 

安
否
確
認
の
結
果
、
児
童
の
安

全
性
の
確
保
が
で
き
な
い
、
緊
急
性

が
高
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
児
童

相
談
所
や
警
察
と
連
携
を
図
り
、
児

童
を
安
全
な
場
所
へ
一
時
保
護
す
る

な
ど
の
対
応
を
し
て
い
る
。
児
童
相

談
員
等
が
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
継
続
的
に
家
庭
訪
問
等
を
実
施

し
家
庭
支
援
に
努
め
て
い
る
。

森
杉 

典
子 

議
員

問 

風
水
害
に
備
え
市
民
の
安
全
を
守
る

対
策
が
必
要
で
あ
り
、
地
域
防
災
計
画
に

風
水
害
対
策
編
を
策
定
し
、
市
民
に
周
知

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

防
災
に
係
る
最
上
位
計
画
で
あ

る
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
、
地
震

や
津
波
等
と
同
様
に
、
洪
水
や
土
砂

災
害
等
に
つ
い
て
、
個
別
計
画
を
新

た
に
設
け
る
こ
と
は
、
災
害
対
応
を

強
化
す
る
上
で
有
意
義
で
あ
る
。
地

域
防
災
計
画
（
仮
称
）
風
水
害
編
の

策
定
は
、
来
年
度
末
を
目
標
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
引
き
続
き
市
民
に

洪
水
や
土
砂
災
害
へ
の
危
険
性
、
あ

る
い
は
避
難
方
法
に
つ
い
て
周
知
し

て
い
き
た
い
。

問 

遠
方
か
ら
の
児
童
の
通
学
は
か
な
り

の
負
担
で
あ
り
、
か
つ
、
安
全
や
防
犯
上

か
ら
も
何
ら
か
の
対
策
を
講
ず
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

答 

児
童
の
通
学
方
法
は
、
学
区
の

実
情
に
応
じ
て
安
全
を
最
優
先
に
定

め
て
い
る
。
地
域
協
働
運
行
バ
ス
を

利
用
す
る
通
学
は
、
地
域
の
体
制
が

整
い
、
保
護
者
の
希
望
が
あ
れ
ば
、

一
つ
の
方
法
と
し
て
考
え
る
。

村
井 

勝
彦 

議
員

骨
髄
バ
ン
ク

ド
ナ
ー
登
録
の
推
進

児
童
虐
待
防
止

風
水
害
に
対
応
す
る

地
域
防
災
計
画
の
必
要
性

児
童
の
通
学
に
お
け
る

負
担
軽
減
の
取
り
組
み

保
育
士
の
人
材
確
保

「児童虐待防止推進月間」民生委員・児童委員による啓発活動

児童通学状況
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問 

人
口
減
少
社
会
に
適
応
す
る
地
域
経

済
社
会
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。
産
業
経

済
懇
話
会
の
提
言
を
ど
の
よ
う
に
施
策
に

生
か
し
て
い
く
の
か
。

答 

本
市
の
産
業
分
野
の
方
針
を
定

め
た
「
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」、「
工

業
振
興
計
画
」
及
び
「
観
光
基
本
計

画
」
の
次
期
計
画
の
策
定
に
向
け
見

直
し
を
行
っ
て
い
る
。
懇
話
会
か
ら

提
言
を
受
け
た
産
業
分
野
横
断
型
の

政
策
提
案
で
あ
る
、
安
定
し
た
雇
用

創
出
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
、

地
域
内
消
費
の
拡
大
、
着
地
型
観
光

の
充
実
な
ど
「
稼
ぐ
チ
カ
ラ
」
の
向

上
、市
場
や
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、

対
応
す
る
「
経
営
能
力
」
の
向
上
、

さ
ら
に
は
、
I
C
T
や
A
I
を
活
用

し
た
「
生
産
性
」
の
向
上
を
見
直
し

の
視
点
と
し
て
、
農
業
・
工
業
・
観

光
分
野
の
相
乗
効
果
も
図
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問 

今
後
の
袋
井
南
小
の
マ
ー
チ
ン
グ
活

動
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
は
。

答 

磐
周
全
体
で
小
学
校
の
各
種
大

会
を
廃
止
し
て
い
る
状
況
や
教
職
員

の
働
き
方
改
革
に
よ
り
、
現
在
の
形

で
の
継
続
は
難
し
い
。
地
域
が
主
体

と
な
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
運
営
方
法

が
あ
る
の
か
、地
域
や
保
護
者
の
方
々

と
共
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

髙
木 

清
隆 

議
員

人
口
減
少
社
会
に
向
け
た

ま
ち
づ
く
り

新
学
習
指
導
要
領
の

完
全
実
施
に
伴
う
対
応
は

袋井南小学校のマーチング

市議会だよりの表紙写真を募集します!
●募集する写真
　袋井市内で撮影された人物・四季折々の行事・風景・学校行事・地域の行事等の各種イベントのカ
ラー写真
●応募方法
　住所・氏名・撮影年月・撮影場所・作品名等を記載した「応募用紙」と「写真」を、議会事務局へ
メール、もしくは郵送・持参してください。応募用紙は、市ホームページに掲載してあります。
●応募上の条件・注意
・1号につき1人1作品応募できます。
・被写体が人物の場合又は個人の所有物である場合は、必ず被写体ご本人（未成年者の場合は保護者）
又は、所有者に掲載の承諾を得てください。
・ご応募いただいた写真は原則返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。
・応募及び採用に対する賞品等の贈呈はありませんので、あらかじめご了承ください。
●選考・採用
・市議会広報委員会で決定し、掲載します。
・採用者には電話にて連絡した上、掲載します。
●応募の締め切り
　5月1日号・・令和2年2月26日（水）
●お問い合わせ
　袋井市議会事務局（市議会広報委員会）
　※詳細については、市ホームページをご覧いただくか、議会事務局へお問い合わせください。
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●袋井市月見の里学遊館ほか1施設
の指定管理者の指定について

　袋井市文化協会グループとして、
3者で行うメリットは。

　月見の里学遊館は、複合施設と
なっている。芸術とスポーツ、それ

もプールという点では、管理運営につい
ても専門的なノウハウが必要となってく
る。専門の事業者、団体がグループを組
むことで、ノウハウの有効活用ができ
る。また、現場対応の即決即断できる責
任者が常駐するので、スピーディーな対
応ができると考えている。

民
生
文
教
委
員
会

●令和元年度袋井市一般会計補正
予算（第3号） ～障害者福祉費～

　障害児放課後等デイサービスの利
用者が急激に増加している。実際の

施設数と利用人数等の状況は。

　障害児放課後等デイサービスの事
業所数は、当初は4カ所で、現在は

11カ所に増え、サービスの利用者増加
が主要因となっている。また、現在の延
べ利用者数は、本年度の上半期で2,100
人程度となっている。

●袋井市メロープラザの指定管理
者の指定について

　指定管理者の決定に際し、競合は
あったのか。

　指定管理者の公募にあたり、昨
年3月19日の現地説明会には、5者

9人の参加があり、また、同じく8月19
日の公募説明会には、6者8人の参加が
あった。その後の応募に係る質問にも、
施設の運営面や経費面などについて、5
者から60項目程度の質問があり、2～3
者の応募があると見込んでいたが、結果
としては、メロープラザサポーターグ
ループの1者となった。

総
務
委
員
会

●令和元年度袋井市一般会計補正
予算（第3号）～情報管理費～

　マイキーID設定のために設置され
る端末機については、どのように使

用されるのか。

　すでにマイナンバーカードを取得
されている方に対して、マイキー

IDを設定することに加え、マイナン
バーカードをこれから取得する方に対し
ては、カードの取得に連続して、マイ
キーIDを設定するために使用する。な
お、端末機の設置時期については、本年
1月後半を予定している。

●令和元年度袋井市一般会計補正
予算（第3号） ～債務負担行為補正～

　市道東同笠油山線舗装補修工事
の具体的な工事内容は。また、歩道

も整備するのか。

　これまで防潮堤の土砂の搬入路と
して使用していたため、舗装の補修

工事を行うものであり、今回は歩道の整
備は予定していない。

建
設
経
済
委
員
会

●令和元年度袋井市一般会計補正
予算（第3号） ～農林振興対策費～

　松枯れ被害を抜本的に防ぐための
対応策について、具体的な動きをし

ているか。

　県の研究員や樹木医などに意見を
伺っており、感染源を断つ伐倒と、

カミキリムシ駆除のための薬剤散布を組
み合わせることが最善の防止対策で、効
果が出るまでに3年はかかるとの見解で
あった。今後は、薬剤散布の回数を現行
の1回から2回に増やすことなど、対策
の強化を検討している。

令
和
元
年
度
一
般
会
計
等
補
正
予
算
や
条
例
制
定
・
改
正
な
ど
の
議
案
を
、
各
常
任

委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

ご
み
減
量
化
特
別
委
員
会

I
C
T
活
用
特
別
委
員
会

特
別
委
員
会
は
、
市
の
特
定
の
問
題
に
つ
い
て
、
審
査
・
調
査
・
研
究
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
る
委

員
会
で
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

特
別
委
員
会
報
告 ◇10月8日（第4回）

<報告事項>
1  第2回（8/5）委員会の状況と未回答事項の整
理について
　収集ごみ、事業系ごみに含まれているリサイ
クル可能なものをリサイクルすることで、ごみが
3分の2に減量できるとの報告があった。
<協議事項>
1 ごみ減量化対策について
　家庭系ごみ、事業系ごみ、汚泥における減量
化の具体的対策案の協議を行った。
2 ステーション方式の導入について
　自治会等の立ち合いなどの負担軽減や市民
の利便性を図るため、固定型のごみ集積施設で
ごみを回収するシステムについての協議を行っ
た。

◇11月21日（第5回）
<報告事項>
1 第4回（10/8）委員会の未回答事項の整理について
　市内の紙おむつの排出量とリサイクルの実施
への方向性についての報告があった。
<協議事項>
1 ごみ減量化対策について
　事業系ごみや汚泥等の減量化への施策につい
て、取り組めることから進めていくが、減量化に
きわめて有効な手段としてのごみ有料化の導入に
ついての議論も並行して行っていくこととした。
2 資源ごみ・不燃ごみの収集方式について
　収集方式のメリット・デメリット、トータルコ
ストを考慮した上で、可燃ごみは現状どおりと
し、容器包装プラスチックやその他の資源ごみ
を週1回ステーションで回収を行う方式が最適
であるとした。

◇10月23日（第4回）
<協議事項>
1 議員間討議の運用について
　議員間討議の目的については、さまざまな議
論の着地点を想定し、今の時代に沿うよう全面
改正するなど、協議された内容を踏まえ、修正
案を作成することとした。
2 袋井市議会傍聴規則等の改定について
　近隣市議会との比較検討など、協議を重ねた
結果、先進の見直し事例を参考にしながら、最
終的な方向性を示すこととした。
3  行政視察について
　10/17～10/18における先進市議会行政視察
研修を考証した。

◇12月12日（第5回）
<報告事項>
1 議員間討議の運用について（最終案）
　目的や対象となる会議、進行など7つの項目
を規定した新しい運用方法（案）を作成し、議
会運営委員会に提出することとした。
2 袋井市議会傍聴規則等の改定について
　掛川市議会で傍聴規則等を改正する動きが
あるという情報があり、次回の特別委員会まで
に確認し、議題として継続させることとした。
<協議事項>
 1 通年議会について
　京都府亀岡市の例や全国市議会議長会にお
ける実態調査結果、また、先進市議会における
検討結果などを委員に資料提供し、次回以降、
本格的に協議していくこととした。

◇10月23日（第5回）
<報告事項>
1 袋井市教育情報化推進計画の概要について
　第2次ICT推進計画を基に、平成27年度に策定
されたものを再度共有化した。

<協議事項>
1  ICT推進計画及び教育情報化推進計画の課題
整理について
　第3次ICT推進計画は、全般について概要を
確認、共有し、今後のテーマの設定・調査研究
につなげていくために課題を整理した。
教育情報化推進計画における課題は、費用と人
材であった。
2 全議員を対象とした研修会の開催について
　1月7日に研修会を開催していくことが決定し
た。

◇12月12日（第6回）
<報告事項>
1 袋井市教育情報化推進計画に係る質問について
2  ICT推進計画及び教育情報化推進計画の課題
整理について
　第3次ICT推進計画は、全般について概要を
確認・共有し、今後のテーマの設定・調査研究に
つなげていくために課題を整理した。
3 ICTに係る次年度の取り組みについて
　令和2年度ICT施策重点取り組み（案）の状
況報告があった。

◇1月7日 ICT研修会『ICTのさらなる進化 ～AI・
RPA時代の到来』を開催
講師:早稲田大学 政治経済学術院 稲継裕昭教授
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知ってる？

袋井ゆかりのスーパー書人。

議案に対する議員の賛否 ○：賛成　×：反対　△：棄権　－：欠席または除斥
〈議長（戸塚文彦）は、採決に参加しません。〉
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令和元年度袋井市一般会計
補正予算（第３号）について

議　　案

〒437-8666 袋井市新屋一丁目 1番地の 1
TEL.（0538）44-3143（直通）　FAX.（0538）44-3148
ホームページ http://www.city.fukuroi.shizuoka.jp/
メールアドレス gikai@city.fukuroi.shizuoka.jp
発　行／静岡県袋井市議会　　発行日／令和2年2月1日

植物油インキを
使用しています

再生紙を使用しています

市役所５階議場及び各委員会室
午前９時から
2月25日（火） 開会、議案の説明
3月 3日（火）市政に対する一般質問
 4日（水）市政に対する一般質問
 5日（木）市政に対する一般質問
 9日（月）議案の審査（常任委員会）
 10日（火）議案の審査（常任委員会）
 11日（水）議案の審査（常任委員会）
 12日（木）議案の審査（常任委員会）
 23日（月）委員長報告～採決、閉会

　橘　逸勢は、空海・嵯峨天皇と並ぶ日本三筆の
一人です。804 年に、空海や最澄と共に唐に渡り
ました。842 年に起きた「承和の変」に連座し、
捉えられ伊豆に流される途中、上山梨の板築駅付
近で病没したと伝えられています。用福寺には五
輪の供養塔があり、毎年供養祭が執り行われてい
ますが、旧三ヶ日町が終えん地という説もありま
す。本市にて令和２年１月に最新の検証結果や独
自の有力説が発表されました。

※変更する場合もあります

場　所
時　間
日　程

たちばなの はやなり

橘  逸勢 を知ろう！
2月市議会定例会のお知らせ

No.73

市議会

（広報委員：山田貴子）

地元高校生との意見交換会開催

　袋井市議会では、市民に開かれた議会を目指して議会改革を進めています。この度、初めての企画と
して、若い世代の意見を聞く「高校生との意見交換会」を昨年12月23日に袋井商業高校で行いまし
た。生徒会役員及び袋商ショップ役員36人が「20
年後の袋井市をこんなまちにしたい」をテーマ
に、ワールドカフェ（少人数単位で自由に意見を
出し合い、席替えを繰り返す会議方式）で意見を
交わしました。最後にはグループごとにまとめた
意見を議員が発表しました。若い人たちの思いや
発想を今後の施策に反映させるべく議会活動を
行っていきます。２月６日には、袋井高校生との
意見交換会を実施します。

たちばなの はやなり




